




発達障害におけるリスクファクターには,発達障害を来たす異常症候(発達段階の遅れ等)

または原因(周生期障害等)の 2つがある。今回は保健所の乳幼児健診にて見出された言語

発達遅滞児をフォローアップして,種々の精神・言語の発達段階の遅れ(リスクファクター)

が言語発達障害の予後といかなる関係があるかについて検討した。


